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社会福祉法人 
高梁市社会福祉協議会 
・高梁総合福祉センター内 
・電話（0866）22‐7243

第19号 

　高梁市社会福祉協議会は３月２日、高梁総合文化会館で平成19年度「ふれあ
い福祉講座」を開催し、講座や講演を行いました。 
　この日は福祉委員をはじめ、民生委員児童委員やボランティア団体から約600
人の方が参加されました。（４面関連記事） 
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2 0 . 5 . 1 5 第19号 （2）

（
基
本
方
針
）

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
団
体
」
と
し
て
、
社
会

福
祉
事
業
の
健
全
な
発
達
と
社
会
福

祉
に
関
す
る
活
動
の
活
性
化
の
た

め
、
地
域
福
祉
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
福
祉
委
員
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児

童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
強
化
に
加
え
、
本
年
度
か
ら

本
会
事
業
を
統
一
実
施
す
る
自
立
支

援
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
域

住
民
の
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ

い
」
を
促
し
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
協
働
の
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
会

員
制
度
に
よ
り
、
市
民
皆
様
の
本
協

議
会
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
役
職
員
の
更
な
る
意
識
改

革
を
図
り
、「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す

け
あ
い
」
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
相

互
支
援
の
地
域
社
会
の
実
現
の
た

め
、
市
民
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

各
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
重
点
目
標
）

一
、
会
員
制
度
の
普
及
充
実
に
よ
る

「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」

の
地
域
福
祉
の
推
進

二
、
福
祉
委
員
制
度
の
充
実
に
よ
る

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
推
進

三
、
役
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る
執

行
体
制
の
確
立

四
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
健
全

育
成
及
び
連
携
強
化

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能

の
充
実

六
、
要
支
援
者
を
尊
重
し
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供

平
成
平
成
二
十
年
度

十
年
度 

事
業
計
画

事
業
計
画
・
予
算
予
算 
平
成
平
成
二
十
年
度

十
年
度 

事
業
計
画

事
業
計
画
・
予
算
予
算 
平
成
二
十
年
度 

事
業
計
画
・
予
算 

その他 貸付事業 3,280千円  
保健センター事業 2,181千円  
企画広報事業 2,151千円  
地域福祉活動基金 800千円 

その他 自立支援費等収入 3,237千円 
会計単位間繰入金収入 2,990千円 
借入金元金償還補助金収入 2,330千円 
負担金収入等 5,526千円 

収入 
544,243千円 

支出 
544,243千円 

介護保険収入  
222,520千円 
（40.9%） 介護保険事業 

278,921千円 
（51.3%） 

法人運営 
108,288千円 
（19.9%） 

在宅福祉 
サービス事業 
108,115千円 
（19.9%） 

受託金収入  
95,962千円 
（17.6%） 

経常経費 
補助金収入 
93,727千円 
（17.2%） 

経理区分間繰入金収入 
32,271千円（5.9%） 

地域福祉推進事業 
24,009千円（4.4%） 

共同募金配分金事業 
7,743千円（1.4%） 

前期末支払資金残高 
28,223千円（5.2%） 

事業収入  
23,734千円（4.4%） 

寄付金収入  15,824千円（2.9%） 
会費収入  10,495千円（1.9%） 

その他  14,083千円（2.6%） 

ボランティアセンター活動事業 
3,370千円（0.6%） 

その他  8,412千円（1.5%） 

共同募金配分金収入  7,404千円（1.4%） 

福祉サービス利用援護事業 
5,385千円（1.0%） 

公益事業 １４０，２０９千円 
シルバー人材センター 112,248千円 
総合福祉センター 27,691千円 
公園管理事業 270千円 

収益事業　　５，４９２千円 
高齢者統合在宅支援事業 
　　　　　　　　　5,492千円 



（3） 第19号 2 0 . 5 . 1 5

〈平成20年度一般会計の主な事業〉 
会費を財源とした事業（10,005千円） 

高梁市等受託事業（116,142千円） 

ふれあいのまちづくり事業 

ふれあい相談事業 

ボランティアセンター活動事業他 

地域福祉活動事業 

老人福祉事業 

障害児・母子・児童福祉事業 

災害福祉活動事業 

ふれあいサロン事業、移送サービス（単独）事業 

米寿肖像写真贈呈 

障害者団体等活動支援、交通遺児激励金支給事業 

被災家屋等復旧費助成事業、災害見舞金支給事業 

974 

824

1,223

3,737 

2,116 

306 

825

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

福祉委員研修会・連絡会、ふれあい福祉講座、福祉委員
活動保険料他活動支援 

福祉総合相談、高齢者サービス相談、心配ごと相談、身
体障害者相談、家庭・児童相談 

ボランティア団体活動助成事業、学童生徒のボランティ
ア活動普及事業、ボランティア活動保険料助成事業他 

生きがい活動支援受託事業 

移送サービス（受託）事業 

軽度生活支援等受託事業 

給食サービス受託事業 

寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業 

遺族援護事業 

地域福祉権利擁護受託事業 

生活福祉資金貸付受託事業 

保健センター事業 

福祉移送サービス 

軽度生活支援事業、生活管理指導員派遣 

配食サービス 

寝具洗濯乾燥消毒サービス 

遺族連合会助成金の支給 

日常的金銭管理サービス、書類等預かりサービス 

生活資金貸付 

川上保健センター維持管理、健康相談、機能訓練等提供 

生活資金貸付 

42,393

34,698 

2,266

25,577 

1,741 

1,440 

5,385 

461 

2,181

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

ミニデイサービス、川上いきいき交流館管理運営、備中
高齢者生活福祉センター管理運営 

寄付金を財源とした事業（15,824千円） 

企画広報事業 

ふれあいのまちづくり事業 

地域福祉活動事業 

ボランティアセンター活動事業他 

広報紙の発行 

健康福祉のつどい、小地域ネットワークづくり活動支援 

地区社協活動交付金、福祉団体等活動支援 

夏のボランティア体験事業、ボランティア登録事業、出前講座他 

2,151 

3,397 

8,552 

1,724

介護保険・その他の事業（289,944千円） 

介護保険事業 278,921

福祉資金貸付事業 
そ
の
他 共同募金配分金事業 

3,280

7,743

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 

居宅介護支援事業、訪問介護事業、訪問入浴事業、通所
介護事業、共同生活介護事業 

一般募金配分（福祉団体・ボランティア団体活動助成他）、
歳末たすけあい配分（寝たきり・難病者等慰問、歳末活
動団体助成他） 

事　　業　　名 単位（千円） 事　　業　　内　　容 
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高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
と
も
に
励
ま
し
合
い
支
え
合

う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
１
面
関
連
）

こ
の
日
は
、
有
漢
支
会
の
難
波
英

夫
さ
ん
、
川
上
支
会
の
迫
本
光
章
さ

ん
か
ら
福
祉
委
員
活
動
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
福
祉
委
員
活
動
を
行

体験発表をする迫本さん

高梁市社会福祉協議会では市民皆様が
住み慣れた地域で安心感を持ち暮らして
いくために、市民皆様のご理解とご協力
により、市民総参加による「ささえあい、
たすけあう心をひろめ、福祉事業の維持
充実」を図り、地域福祉の推進、協働に
よる福祉のまちづくりを図っております。
地域での「ささえあい、たすけあい」

から生まれる新たな福祉ニーズに対応す
べく、会費等を財源として、自立支援事
業を始めとする自主事業を実施し地域福
祉活動を積極的に展開して参ります。
本年度も昨年同様福祉委員を通じて平

成20年度の年会費のご協力のお願いをい
たしますので何とぞご理解を賜りご協力
をお願い申し上げます。

（会員・年会費）

◎普 通 会 員
高梁市民　　　１口　1,000円

◎法 人 会 員
市内の事業所を含む法人等

１口　3,000円
◎ふるさと会員
市外居住者　　１口　3,000円

◎特 別 会 員
特別な協力者　１口　5,000円

☆１口以上のご協力をお願いします。

う
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
課

題
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
む
の
で
は
な

く
、
民
生
委
員
や
地
域
の
方
な
ど
関

係
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
日
々
の

活
動
で
困
っ
た
こ
と
や
関
係
者
の
協

力
に
よ
り
問
題
解
決
で
き
た
こ
と
な

ど
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
発
表
に
続
き
、
社
協
職
員
か

ら
、
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
説

明
と
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
に
つ
い

て
、
茶
話
会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

会
な
ど
に
よ
る
サ
ロ
ン
活
動
の
モ
デ

ル
紹
介
を
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
岡
山
県
社
会
福
祉
協

議
会
吉
田
光
臣
主
査
か
ら
、
福
祉
委

員
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
「
福
祉
委
員
活
動
の

目
的
は
、
地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
地
域
の

交
流
や
見
守
り
、
た
す
け
あ
い
で
す
。

福
祉
委
員
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

最
も
身
近
な
暮
ら
し
の
圏
域
に
お
け

る
地
域
づ
く
り
の
ア
ン
テ
ナ
役
、
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
存
在
で
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
桂
蝶

六
さ
ん
が
「
落
語
か
ら
学
ぼ
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
」
と
題
し

て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

蝶
六
さ
ん
は
、
参
加
者
全
員
を
笑

い
の
渦
に
巻
き
込
み
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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支　会　だ　よ　り

四
月
十
七
日
、
巨
瀬
地
区
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
巨
瀬
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
、
利
用
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
四
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
今
年
度
最
初
の
開
催

で
、
年
間
事
業
計
画
の
説
明
後
、

高
梁
小
学
校
児
童
会
か
ら
贈
ら
れ

た
投
扇
を
楽
し
み
ま
し
た
。
利
用

者
は
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
一
喜
一
憂
お
お
い
に
盛

り
上
が
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

利
用
者
は
「
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
が
、
的
に
当
た
っ

た
ら
気
持
ち
が
い
い
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
の

高
　
　
梁

巨
瀬
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

有
　
　
漢

食
の
自
立
支
援
事
業

川
　
　
上

川
上
生
き
が
い
対
策
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

成
　
　
羽

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

投扇を楽しむ利用者

吉備路を散策する参加者

お弁当を配達するボランティア会員

が
一
番
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

高
梁
市
川
上
い
き
い
き
交
流
館

で
は
、
四
月
十
五
日
に
毎
年
恒
例

の
春
の
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。

備
中
国
分
寺
五
重
塔
周
辺
の
桜

を
眺
め
な
が
ら
吉
備
路
を
散
策
し
、

参
加
者
は
自
然
と
情
緒
あ
ふ
れ
る

風
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
産
品
な
ど
お
土
産
の

品
定
め
も
楽
し
み
の
一
つ
で
、
仲

間
同
士
の
会
話
も
弾
み
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
毎
年
、
仲

間
と
一
緒
に
遠
足
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

四
月
十
一
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
さ
さ
ゆ
り
苑
で
は
、
お
花
見
会

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
入

居
者
九
人
は
、
地
域
の
方
か
ら
頂

い
た
あ
ん
こ
で
作
っ
た
お
花
見
団

子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
山
菜
採

り
な
ど
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
和

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

入
居
者
は
、
誕
生
日
会
な
ど
次

回
の
行

事
を
た

い
へ
ん

楽
し
み

に
さ
れ

て
お
り

ま
す
。

有
漢
地
域
で
は
、
四
月
一
日
か

ら
高
齢
者
等
を
対
象
に
配
食
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
か
ら
食
の
自
立
支

援
事
業
の
委
託
を
受
け
て
実
施
す

る
も
の
で
、
約
七
十
人
の
希
望
者

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の

会
会
員
が
、
八
つ
の
地
区
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
声
掛
け
と
安
否
確

認
を
兼
ね
て
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
弁
当
を
手
渡
さ
れ
た
方
は

「
一
人
暮
ら
し
の
た
め
な
か
な
か
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事
が
で

き
な
い
の
で
あ
り
が
た
い
」
と
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

ささゆり苑周辺でのお花見会
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備
　
　
中

富
家
小
児
童
会

安全ダートゲームを楽しむ利用者

三
月
二
十
七
日
、
富
家
小
学
校
児

童
会
か
ら
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
の
収

益
金
で
購
入
し
た
安
全
ダ
ー
ト
ゲ
ー

ム
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た

い
と
い
う
児

童
の
思
い
で

贈
ら
れ
た
も

の
で
、
有
効

に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

目録を贈呈する富家小児童会

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
付
）

（

）
内
は
旧
任

〈
本
所
〉
事
務
局
長
兼
訪
問
入
浴
事
業
所

管
理
者
＝
森
完
治
（
事
務
局
長
兼
訪
問
介

護
事
業
所
高
梁
管
理
者
兼
訪
問
入
浴
事
業

所
た
か
は
し
管
理
者
）
▽
地
域
福
祉
課
長

兼
企
画
係
長
＝
江
草
秀
幸
（
備
中
支
所
長

兼
訪
問
介
護
事
業
所
備
中
管
理
者
兼
訪
問

入
浴
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
兼
備
中

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
）
▽
同

課
事
業
係
長
＝
堀
か
お
る
（
地
域
福
祉
課

事
業
係
主
任
）
▽
同
課
主
事
＝
光
畑
光
江

（
総
務
課
主
事
）
▽
高
梁
市
へ
復
帰
＝
横

田
宏
行
（
地
域
福
祉
課
長
兼
企
画
係
長
兼

事
業
係
長
）

〈
有
漢
支
所
〉
有
漢
支
所
長
兼
居
宅
介
護

事
業
所
う
か
ん
管
理
者
＝
近
藤
淑
子
（
有

漢
支
所
長
兼
居
宅
介
護
事
業
所
う
か
ん
管

理
者
兼
訪
問
介
護
事
業
所
有
漢
管
理
者
）

〈
川
上
支
所
〉
川
上
支
所
長
兼
訪
問
介
護

事
業
所
川
上
管
理
者
兼
い
き
い
き
交
流
館

管
理
者
＝
小
野
重
典
（
新
規
採
用
）
▽
同

主
任
兼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管

理
者
＝
藤
原
俊
孝
（
川
上
支
所
主
任
兼
川

上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
務
取
扱
）

▽
同
主
事
＝
難
波
真
理
子
（
川
上
支
所
主

事
補
）

〈
備
中
支
所
〉
備
中
支
所
長
兼
訪
問
入
浴

事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
＝
宮
本
恵
美

子
（
川
上
支
所
長
兼
訪
問
介
護
事
業
所
川

上
管
理
者
兼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
管
理
者
兼
い
き
い
き
交
流
館
管
理
者
）

﹇
介
護
事
業
所
関
係
﹈
新
任
の
み
掲
載
し

旧
任
は
退
職
者
以
外
は
省
略
し
て
い
ま

す
。

〈
高
梁
〉
訪
問
介
護
事
業
所
高
梁
管
理

者
＝
谷
口
豊
子
▽
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
施
設
長
＝
大
江
保
男
　
▽
同
事
務

補
助
＝
藤
森
常
吉

三
月
三
十
一
日
付
退
職
＝
植
木
茂
（
巨
瀬

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
長
）

〈
有
漢
〉
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
う
か
ん

介
護
支
援
専
門
員
＝
建
部
延
子
　
▽
訪
問

介
護
事
業
所
有
漢
管
理
者
＝
信
清
康
子
　

〈
成
羽
〉
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

管
理
者
＝
川
上
千
鶴
子

三
月
三
十
一
日
付
退
職
＝
河
上
ツ
ヤ
コ
＝

訪
問
介
護
事
業
所
成
羽
訪
問
介
護
員

〈
川
上
〉
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か

み
管
理
者
＝
那
須
和
子
▽
同
事
業
所
主

任
＝
内
藤
正
枝
▽
訪
問
介
護
事
業
所
川
上

主
任
＝
樽
角
益
子
▽
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主
任
兼
訪
問
介
護
事
業
所
川
上

主
任
＝
池
田
文
子
　
▽
同
セ
ン
タ
ー
主

任
＝
深
田
純
子
　
▽
同
セ
ン
タ
ー
兼
い
き

い
き
交
流
館
介
護
員
＝
服
部
亜
希
子
▽
い

き
い
き
交
流
館
兼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
介
護
員
＝
川
上
由
紀
　

〈
備
中
〉
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち

ゅ
う
管
理
者
＝
岡
崎
宏
子
▽
訪
問
介
護
事

業
所
備
中
管
理
者
＝
堀
井
恵
美
子
▽
同
事

業
所
主
任
＝
林
八
重
子
▽
訪
問
入
浴
事
業

所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
兼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝
高
橋
ひ
ず
る
▽
備
中

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
＝
住
吉

悦
子
▽
同
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
訪
問
入
浴
事

業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
＝
岡
利
子
　

３月26日、第19回全国生涯フェスティバル高梁市実行委員会
読書専門部会（藤井伊津子部長）から社
会福祉協議会へチャリティーバザー収益
金の寄付がありました。
大塚副会長は「ささえあい、たすけあ

いの地域社会の実現を目指し、自立支援
事業に有効に活用させていただきます」
とお礼を述べました。

定
期
人
事
異
動
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高梁市社会福祉協議会へ平成20年3月と4月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
本
　
町
　
太
田
　
　
明

（
故
・
智
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
笹
田
　
勝
美

（
故
・
秀
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
江
草
　
一
吉

（
故
・
ウ
タ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
本
　
　
寛

（
故
・
和
稔
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
津
野
辺
勝
美

（
故
・
ア
ヤ
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
小
林
　
武
一

（
故
・
尚
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
町
　
井
上
　
光
治

（
故
・
芳
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
竹
浪
　
生
郎

（
故
・
弘
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
智
生

（
故
・
常
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
菊
池
　
武
夫

（
故
・
佐
千
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
金
子
　
　
修

（
故
・
美
津
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
栄
　
町
　
小
野
　
晴
造

（
故
・
清
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
大
石
　
一
廣

（
故
・
龍
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
小
前
　
和
己

（
故
・
謙
次
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
奥
万
田
町

徳
永
　
正
春

（
故
・
實
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
清
水
　
卓
士

（
故
・
か
よ
様
の
ー
）

（
故
・
久
司
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
智
生

（
故
・
常
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
間
野
　
理
樹

（
故
・
恒
夫
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
小
川
　
忠
治

（
故
・
壽
賀
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
妹
尾
　
寛
治

（
故
・
三
紀
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
平
松
　
住
男

（
故
・
静
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
竹
中
　
君
子

（
故
・
良
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
塩
原
　
和
子

（
故
・
辰
雄
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢

森
岡
　
興
道

（
故
・
孝
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

中
山
　
正
敏

（
故
・
千
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
大
月
　
國
光

（
故
・
由
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
山

寿

（
故
・
昇
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
蛭
田
　
昌
之

（
故
・
茂
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
宮
城
　
幸
正

（
故
・
隆
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
村
田
　
藤
枝

（
故
・
綾
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
畠
木
　
芳
夫

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
本
　
秀
子

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
徹
也

（
故
・
隆
明
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
三
村
　
知
史

（
故
・
一
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
竹
田
　
芳
子

（
故
・
薫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
平
松
　
住
男

（
故
・
静
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
笹
田
　
典
則

（
故
・
武
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
栄
　
町
　
藤
森
　
　
充

（
故
・
琴
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
中
川
　
英
幸

（
故
・
武
様
の
ー
）

金
一
封
　
間
之
町
　
水
川
　
好
美

（
故
・
大
田
美
登
里
様
の
ー
）

金
一
封
　
間
之
町
　
水
川
　
好
美

（
故
・
素
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
森
　
　
清
志

（
故
・
宏
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
竹
中
　
君
子

（
故
・
良
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
藤
原
　
　
修

（
故
・
信
久
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
本
倉
　
新
一

（
故
・
さ
み
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
西
川
　
　
實

（
故
・
夕
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
小
林
　
和
巳

（
故
・
英
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
菅
野
　
春
美

（
故
・

一
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
難
波
　
功
一

（
故
・
馬
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
塩
原
　
和
子

（
故
・
辰
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
v
岡
　
幹
弘

（
故
・
忠
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
櫻
　
　
正
次

（
故
・
正
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
妹
尾
　
寛
治

（
故
・
三
紀
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
中
村
　
　
進

（
故
・
久
司
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
大
本
　
　
勝

（
故
・
豊
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
本
　
　
寛

（
故
・
和
稔
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
三
村
　
知
史

（
故
・
一
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
柴
倉
　
　
博

（
故
・

様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
小
林
　
武
一

（
故
・
尚
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
大
森
　
弘
三

（
故
・
玉
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
大
江
　
政
史

（
故
・
時
男
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
小
前
　
和
己

（
故
・
謙
次
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
中
川
　
英
幸

（
故
・
武
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
櫻
　
　
正
次

（
故
・
正
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
中
村
　
　
進
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金
一
封
　
有
　
漢
　
河
原
　
奎
吾

（
故
・
正
毅
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
金
井
　
　
博

（
故
・
幸
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
上
森
　
菊
春

（
故
・
一
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
戸
清
順
治
郎

（
故
・
利
子
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
中
　
野
　

敏
治

（
故
・
美
佐
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
星
　
原
　
大
塚
　
金
一

（
故
・
鈴
木
末
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
日
名
　
三
宅
　
吉
栄

（
故
・
修
平
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
東
　
　
一
郎

（
故
・
操
様
の
ー
）

五
万
円
　
小
　
泉
　
山
野
上
祐
市

（
故
・
田
鶴
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
大
東
幸
太
郎

（
故
・
良
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
　
野
　
若
原
　
利
雄

（
故
・
於
榮
様
の
ー
）

金
一
封
　
長
　
地
　
黒
川
　
統
祥

（
故
・
梅
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
日
名
　
川
上
　
幸
子

（
故
・
三
郎
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
大
阪
府
　
佳
山
　
桂
子

（
故
・
照
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
土
田
　
達
己

（
故
・
芳
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
那
須
　
由
孝

（
故
・
弘
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
小
田
上
　
勇

この広報紙は再生紙を使用しています。 

（
故
・
富
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
相
知
　
正
雄

（
故
・
和
子
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
平
　
川
　
瀬
戸
川
紘
子

（
故
・
郷
海
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
高
見
　
　
寿

（
故
・
篠
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
物
部
　
文
子

（
故
・
輝
久
様
の
ー
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
芳
賀
　
弘
江

（
故
・
寛
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
高
橋
　
鈴
枝

（
故
・
竹
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
山
本
　
啓
示

（
故
・
忠
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
角
川
　
勇
夫

（
故
・
小
浪
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
管
波
　
伴
和

（
故
・
幹
生
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
八
六
・
二
八
七
回
目
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
洋
志

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
成
羽
町

第
十
九
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
高
梁
市
実
行
委
員
会
読

書
専
門
部
会

（
高
梁
市
わ
く
わ
く
読
書
ま
つ
り

二
〇
〇
七
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
」
収
益
金
と
し
て
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
中
戸
　
義
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
加
賀
郡
　
竹
並
　
和
子

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
野
口
　
　
薫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
秋
葉
　
　
將

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
下
　
原
　
本
丁
商
店
会

（
神
楽
オ
ブ
ジ
ェ
へ
の
御
志
金
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
河
上
ツ
ヤ
子

（
退
職
記
念
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
仁
　
賀
　
光
平
　
弘
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
長
谷
川
好
孝

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
藤
井
　
肇
郎

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
川
上
　
　
繁

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
田
中
　
　
博

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
領
　
家
　
松
井
恵
美
子

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
杉
本
　
雄
二

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
w
橋
　
数
富

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
森
下
　
昌
昭

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
物
部
貴
巳
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀

管
波
敏
夫
・
ケ
イ
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
杉
田
　
勝
典

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

七
月
上
旬
に
、
事
後
研
修
会
を
八

月
後
半
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
体
験
を

通
じ
て
、
社
会
福
祉
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
…
市
内
へ
在
住
又
は
通
学

し
て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
・

大
学
生

▽
内
容
…
市
内
の
施
設
及
び
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

▽
問
い
合
わ
せ
…
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
・
各
支
所

平
成
二
十
年
三
月
十
五

日
発
行
の
「
ふ
れ
あ
い
福

祉
」
第
十
八
号
で
ご
紹
介

し
ま
し
た
高
梁
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
う
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
等
事
業
の

活
動
に
つ
い
て
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
二
十
年
度
も
夏
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
事
業
の
事
前
研
修
会
を

昨年の事後研修会の様子


